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1. 識別／確認

2. 固定化／安定化／持ち上げ

3. 直接的なハザードの無効化／安全規制

原動機の作動音がしない場合でも、車両の電源ポジションが OFF とは限りません。電源ポジションを OFF 
にしなければ、原動機の再始動や、高電圧回路の接続などの危険性があります。

車両の固定

電源を喪失すると作動しないシステム 車両に充電コネクターが接続されている時の手順
充電コネクターがアンロックされている場合

充電コネクターがロックされている場合

1.	 充電コネクターを取外してください。

1.	 ラゲッジボードを取外し
てください。

2.	 サブトランクボックスを
取外してください。

3.	 充電コネクターのロックを手動で解除する
ケーブルを図に示す解除方向に引いてくだ
さい。

4.	 充電コネクターのロックを手動で解除する
ケーブルを引いている状態で、充電コネク
ターを取外してください。

車両の支持
•	 輪止めをしてください。
•	 パーキングブレーキをかけてください。
•	 車を P の位置にしてください。

ジャッキアップ指定位置 高電圧バッテリー

高電圧システムを停止する手順
優先手順

(3)

(4) (5)

5 m

(2)(1)

ドアロック パワーウインドー

シフトバイワイヤ 電動パーキングブレーキ (EPB)

パワーシート

電磁式リアゲートオープナー 電動チルト／テレスコピック機構

パノラマサンルーフ
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4. 乗員へのアクセス方法

代替手順

(3)

シート位置の操作

車体の高張力鋼ガラスの種類
合わせガラス 強化ガラス

1,800 MPa 
1,500 MPa 
1,470 MPa 
1,310 MPa 

1,180 MPa 
980 MPa 
780 MPa 
590 MPa 

ハンドルの角度調整

5. 蓄積されたエネルギー／液体／ガス／固体

リチウムイオン / DC 355V
            

鉛 / DC 12V
            

R-1234yf / 900 g
            

ガソリン / 70.0 L
      

バッテリーは火災を含むいかなる状況でも破ったり取外したりしないでください。重度
の電気火傷、ショック、または感電死を引き起こす可能性があります。

5 m

(2)(1)
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ハイブリッド電気車両 エアコン冷媒 腐食性物質

右ハンドル 警告標識 人間の健康に有害

ボンネット 警告感電 ドアロック

電源遮断装置 熱赤外線カメラを使用 パワーウインドー

ハンドルの位置を調節 水を使って消火 パーキングブレーキ

シートの前後位置を調節 ABC 消火器を使って消火 合わせガラス

シートの高さを調節 爆発物
強化ガラス

シートの背もたれの角度を調節 高圧ガス

ジャッキアップ位置 可燃物 スマートキーを取り外す

7. 水没車の対応方法

8. 牽引／移動／保管

10. 使用したピクトグラムの説明

•	 車両が水没しているときは、高電圧部位に触らないでください。
•	 高電圧バッテリーが損傷している、または損傷しているか分からない場合は、絶縁保護具を着用して

レスキュー作業を行ってください。
•	 車両を水中から引き上げた後は、室内の水を抜き、サービスプラグを取外してください。

バッテリの発熱 / 発火に注意

車両は、可燃物から離して保管してください。

6. 火災の場合

バッテリの発熱 / 発火に注意

大量の水または ABC 消化器で消火してください。


